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人がつながり、誰もが輝く笑顔あふれる住宅都市・芦屋

問い合わせ　財政課　☎38-2011

収支の状況
以下の表は、令和5年度から令和13年度までの、市税などの一般財源額（歳入）と、その一般財源でまかなうべ
き経費（歳出）、歳入歳出差引額（△の場
合は収支不足額）および基金残高の見
込みを示したものです。
社会保障関係経費の増加に加え、イン
フラ施設や公共施設の老朽化対策等が
今後も必要となることから、令和13年
度までの収支不足額の合計は52億円と
なる見込みです。この不足額は基金で
補てんすることになります。

端数調整により歳入歳出差引が一致していない箇所があります。
※基金残高は、新行財政改革の影響額を反映した後の金額です。

【収支の見込み（一般財源ベース）】

予算編成

令和13年度までの財政収支見込み

一般会計は429億2,600万円で1.3％の増加

年  度 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 合計
歳 入 285 272 272 294 273 268 269 266 261 -
歳 出 286 298 279 296 271 269 267 274 272 -
歳入歳
出差引 △1 △26 △7 △2 1 △1 2 △8 △10 △52
基 金
残 高 129 103 95 94 95 94 96 88 78 -

（単位：億円）

これからの財政運営

今回の令和13年度までの長期財政収支見込
みでは、基金残高が減少していく傾向が見え
ます。そのため、今後も働き方改革などによ
る生産性の向上、市民サービスを考慮した上
での民間事業者の活用、既存公共施設の今後
のあり方の検討、未利用土地の有効活用・売
却、国・県の補助事業を最大限活用すること
に加え、長期財政収支見込みを次年度以降も
更新し、引き続き新行財政改革を進め、不断
の努力を続けて安定的な財政運営を図って
いきます。

歳　入
新型コロナウイルス感染症が続く
中であっても、景気が持ちこたえ
ており、個人市民税や法人市民税
が増加しています。

民生費

議会費・その他

衛生費

公債費

総務費

教育費

土木費

消防費

4,356,907

4,233,630

1,514,699

752,774

15,548,822

6,225,032

5,720,309

4,573,827

子育て支援や高齢者、障がい者へのサービ
スなど福祉施策のため

道路・公園や都市計画、公営住宅のため

学校・幼稚園・社会教育の費用

市役所全体の事務や戸籍・住民票・財産の管
理・選挙などのため	

市債（借入金）の元金や利子の支払い

消防・救急や災害対策のため	

保健やごみ処理等の環境衛生などのため

上記以外の経費で、議会や商工のため

歳　入 歳　出

14.5％

36.2％

13.3％

諸収入 1,213,760
他の収入に分類されないお金

2.8％

繰入金 3,096,802
市の貯金にあたる基金などから補てんされる
お金	

7.2％

国庫支出金 5,491,124
国からの補助交付金・負担金などのお金	

12.9％

その他　自主財源 974,0932.3％

1.7％

9.9％

3.5％

10.7％

市税 22,925,617
市民税・固定資産税など市に納めていただ
いている税金

53.4％

2,146,800市債
国や金融機関から借入れるお金	

5.0％

使用料及び手数料 1,357,286
施設の使用料や住民票などの手数料

3.2％

3,216,700その他　依存財源	 7.4％

10.2％

2,503,818県支出金	
県からの補助交付金・負担金などのお金

5.8％

自
主
財
源

依
存
財
源

●一般会計（単位：千円）

歳　出
ＪＲ芦屋駅南地区再開発事業およ
び美術博物館・谷崎潤一郎記念館
改修工事に取り組むため、歳出総
額は昨年度より増額しています。

■依存財源とは
　国や県が関わる収入のことで、補
　助金や地方交付税・市債などがあ
　ります。

■  自主財源とは
　地方公共団体が国や県に依存せず
　に独自に調達できる収入のこと　
　で、市税や使用料などです。

各種譲与税・交付金

財産収入、分担金・負担金、寄附金

都市基盤

◆橋梁長寿命化事業               （1億8,654万9千円）
汐凪橋（しおなぎばし）ほか４橋の長寿命
化修繕工事を実施するとともに、市が管理
する橋梁の定期点検を実施します。

◆第一跨線橋対策工事関係事業
                                                     （2,638万9千円）
◆ 環境処理センター施設改修事業

                                           （9,300万円）
◆�パイプライン施設延命化工事

                                                    （4,433万円）
◆霊園敷地内整備工事             （5,770万1千円）
◆鉄道斜面豪雨対策補助事業  （1,875万円）

◆ＡＩチャットボットの導入          （968万円）
ＡＩ（人工知能）の技術を活用したＡＩ
チャットボットを導入します。市民の皆さ
んからのお問い合わせに対して、市ホーム
ページ上で自動応答できるサービスです。

行政運営
ＪＲ芦屋駅南地区完成イメージ 宮川けやき通り

◆ ＪＲ芦屋駅南地区再開発事業
                          （22億8,160万3千円）

令和４年度は事業用地の取得、建物等の
移転に対する補償のほか、ＪＲ西日本と
の工事協定に基づくＪＲ芦屋駅改良工
事等を行い、駅のホーム上にエスカレー
ターが整備される予定です。

◆街路樹等包括管理業務委託の開始
（4億262万3千円）

街路樹のせん定や道路の清掃などの管理・
運営を一括で業務委託します（令和４年度
～６年度の３年間）。民間技術力導入によ
る迅速な現場対応、管理業務の向上、複数
年業務による事務の効率化等を図ります。

◆ ＤＸ人材育成にかかる神戸市派遣事業
（17万4千円）

◆�自 律 的 な 業 務 改 善 組 織 へ の 変 革 プ ロ
ジェクト

◆ マイナンバーカードによる子育てや介護関
係のオンライン手続を開始
◆ 外 部 人 材 の 活 用、併 せ て 採 用 業 務 等 の

見直し

ピックアップ！


